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『キターブ・バフリエ』ヒジュラ暦932年本序文
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はじめに
l) 
『キタープ・バフリエ』 (Kit幼-iBaf:iriya)ヒジュラ暦932年本系写本の多くには，散文で地
中海各地を解説する本文に先立って，冒頭に散文と韻文による序文が付されている。この系統
に属する Ayasofya.2612写本を例にとると，序文全体の分量は本文及び添付の地図を含めた
写本全体 (429葉）の約9.8%に当たる。序文の内，散文による部分は，いくつかの細かな点を
別にすれば， ヒジュラ暦927年本系写本に付された散文序と基本的に同一の内容である。 しか
し， 韻文による部分は今日知られている927年本系写本には全く見られないものである。 この
韻文部分は，序文の中で分量的に大きな比重を占めている。本書成立の事情に始まって，航海
者の知るべき知識及び「七つの海」の状況が主として説明されており， ヨーロッパ人による新
航路，新大陸の「発見」の模様なども盛り込まれている。具体的な航海・操船方法を中心に地
中海各地の状況を詳細に述べた本文部分とは形式も内容も著しく異なる。この序文の韻文によ
る部分は， 927年本と比較した場合に932年本の著しい特徴の一つとなっている。
本稿の筆者はこれまで Ayasofya2612写本を中心に932年本本文を検討してきたが，韻文部
分を含めて序文に関しては多く言及することは無かった。それは序文，特に韻文部分が本文と
は形式も内容も全く異なっているため，本文とは別に検討すべきであると判断したからであっ
た。本稿では，序文の構成と内容をやや詳しく検討し，本文との関連にも注意しつつ，序文，
特に韻文部分の意義を考察する。主として依拠するのはやはり Ayasofya2612写本である。
先行研究について簡単に触れておく。 『キタープ・バフリエ』 932年本の序文を直接的に扱
った論考はいくつか公刊されている。 Ayasofya2612写本のファクシミリ版に添えられた
Fevzi KurdogluとHaydarAlpagotによる解説では，序文の楷成と内容が簡単に解説されて
おり〔Kurdoglu& Alpagot 1935: XLI-XLVI〕， また Afetinanがピーリー・ライースと
その業績を解説する中で序文の内容に触れている〔Afetina1切4:19-23〕。さらに，三橋冨士
男の論考，三橋1970及びMitsuhashi1976では，韻文序の特に <;inDen泣〔<;inDenizi〕すな
わち「中国の海」に関わる部分が扱われている。三橋はその部分はポルトガル人から得られ
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た情報に基づいて書かれているが，ボルトガル人が正確な情報を与えようとせず， また迷信的
な船乗りたちが東方の伝説を受け容れ易かったため，記述された内容が不正確であるとする。
これらに加えて，最近の研究としてはSoucek1996を挙げねばならない。本書の端書きによ
れば， 1992年に TheKhalili Collection of Islamic Art所蔵の一写本 (MSS.718)の写真
版が， Soucekの解説を付して限定版として刊行されたようである（筆者末見）。 MSS.718は
『キタープ・バフリニ』 927年本の地図のみの写本であり，通常の写本であれば添えられてい
るはずの説明文を含まないものである。この度刊行された本書は，先の限定版の解説部分とほ
ぽ同一の内容と思われる。本書の内容は MSS.718の解説にとどまらず， ピーリー ・ライ スー
2) 
と彼の業績に関する包括的な説明となっている。本書の叙述は全体に概括的であり，細部に亙
って厳密な実証的議論を展開している訳ではないが， ビーリー・ライ ースと彼の著作物を世界
史的な視野の中でより的確に位置づけ評価しようと意図しており，随所に傾聴すべき見解が見
られる。
これらはいずれも貴重な研究であるが，序文の性格と意義を考えるに当たっては，概括的に
過ぎたりあるいは検討対象がごく狭い一部分に留まる憾みがある。 Soucek1996は，序文に関
しても意欲的な見解を提示しており，参考にすべき点が多い。しかし，上述の通り， Soucekは
十分な実証手続きを経て個々の議論を展開しているわけではない。本稿は， この Soucek1996 
などの先行研究の成果を利用しつつも， 『キクープ・バフリニ』 932年本序文の楷成・内容を
より実証的に検討し，その性格と意義を考察することを目的とする。
I 散文序と韻文序
序文で使用されている言語は本文と同様にオスマン・トルコ語である。 この系統に属する
Ayasofya 2612写本を例にとると，序文全体は第1葉裏 C1 b)から第43葉表 (43a)に至る
42葉を占め，上で指摘した通り，これは本文及び添付の地図を含めた写本全体の葉数 (429葉）
の約9.8%に当たる。序文は順に， 本書執筆の理由などを述べる散文部分（以下， 散文序1と
する），航海技術や様々な海域を解説する韻文部分（以下，韻文序とする），本文を散文で書く
理由を述べる散文部分（以下，散文序2とする）の 3部構成になっている。
このうち散文序1は第1葉裏 (1b)から第4葉表 (4b)半ばに至る部分であり，散文序
2は第43葉表 (43a)後半の半ページ程度のみである。両者合わせて写本全体の0.7%程度の
分呈であり，序文全体の分量の約7.1%である。韻文序は第4葉表 C4 a)半ばから第43葉
表半ば (43a)に至る39葉を占め， これは写本全体の葉数の約9.1%にあたる。 また序文の中
では約92.9%を占め，散文序1, 2に比べて圧倒的に比重が大きい。
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韻文序の詩形は mathnaw£ であり，そのうち最初の Na名m と題された部分 (4a-7 a) 
では batir-ihazajが，それ以降 (7a-43a)ではba?ir-iramal形式の韻律が用いられて
3) 
いる。表題を除いて対句の総数は1107である。韻文序は長短様々の49の章 (fa~l) に分かたれ
ている。韻文序の最初の部分のみは， 表題にあたるものとして Na名m と記されているが，内
4) 
容を示す語句を伴わない。 以下の48の章では， Dar bayan-i . . . (・・・の説明）や Bufa~l .. 
bayan eder (この章は••を説明する）といった句によって内容が示されている場合もあれば，
単に Fa~l とのみ表記し，内容を表す言葉が無い場合もある。以下，冗長になるが，章ごとに
表題の全訳と内容の要旨を示す。なお，以下の§を伴った番号は，韻文序各章の通し番号を示
5) 
すために本稿の筆者が便宜的に付したものである。
『キタープ・バフリエ』 Ayasofya2612写本序文要旨
Hadba Kitab-i Ba記ya:本書は Kitdb-iBa]:iriyaである。
アッラー，ムハンマド， SultanSulaymanへの賛辞。 (lb/ l-2a / 5) 
Dar bayan-i sabab-i ta'lif-i kitab: 本書執筆の理由
様々の人々が名声を求めて技芸の贈り物をバーディシャ ーフのもとへもたらす。故 Kamal
Ra'isの甥 PiriRa'is b. al-I;Iaji MuJ.:iammadもまた，そのように望んで， 海の知識と水夫
たちの技芸について記念物となる書物を著した。このような知識について今日に至るまで誰
もこのような有用な記念物を作り得なかった。
地中海の海岸の，また島々の人の住むところ，廃墟となったところ，港，河川，海中の岩
礁や浅瀬を，以前に故 KamalRa'isや他のガーズィ ーたちとともに確かな知識と確かな目
でもって私が探究したところに従って，余すところ無く説明した。というのは，今述ぺた事
柄は地図に描き得ないからである。地図に描いても非常に簡略となり，実用的ではない。私
は以前に一枚の地図を作製し，そこに今日ある諸々の地図の何倍も改変を施し，ルームの地
域では誰もそれを今日まで知らなかったインドと中国の海の新しく世に出た地図の情報も描
き加え， Sultan Salim Khan rこ献じた。 しかし， この集約物はその点では変わりがない
am.ma dhikr olan ijmal anda da muqarrar idi [細かな情報を表しきれないという制約は
同様である？〕。本書では地図の制約を越えるために工夫をした。場所に不案内な者でも，
〔地図の情報に頼るだけでなく，文字で〕書かれていることを実行すればうまく行き，案内
人は不要である。
ヒジュラ暦932年までに， 地図と説明文をガリポリで纏めた。必要な地点が容易に見つか
るように， 説明の出発点をSultaniyaとKalidal-Bal_i.r tこして， 順に述べ，また出発点に
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戻った。
パーディシャーフのもとに献ずることは難しいと考えて清書しないままであった。 Ibra•
him Pa~a のご下命により，大いに努めて清書を終えた。スルターンに受け取っていただけ
るようアッラーにお願いする。 (2a / 6-4a/ 6) 
§1 Na~m: 詩
私は地中海の各地を経巡り，航行に関わるあらゆることを書いた。 〔文字で〕書いた真意
は，地図では十分に意を尽くせないことがあるからである。浅瀬の様子と潮の満干及び月の
満ち欠けとの関係を説朋する。月の十二宮とその知識の必要性を説明する。浅瀬をたくさん
知らねばならない。その一つがマグリプの浅瀬であり， 隠れている浅瀬もあるが， 現れて
いる浅瀬は停泊地として良い。この書物を書いた理由は操船する者の不安を消し， これ以外
に案内が必要でなくすることである。海の知識に通暁した Kamalを賞賛すぺし。我々は
Bayazid Khanの招請によりヒジュラ暦900年に帰順した。その後の旅の中で様々な場所を
私は書いた。才能ある人から知識を学ぶべし。船乗りの印は海上で十分に判断と行動ができ
ることである。 (4a / 7-7a /7) 
§2 Dar bayan・i wa9f-i ]:ial: 状況の説明
海の技術を知る者から十分海の知識を教わるべし。 iskandar〔アレクサンドロス王〕も優
れた人物に相談して世界を巡った。私は船乗りだという多くの者たちは海のことをろくに知
らない嘘つきである。知らない者は十分に知っている者たちに道を尋ねるがよい。船乗りの
職にある者は港への入り方などをその場で書き付けておくべきである。私は巡った海を書き
とどめておいた。 Kamalは BayazidKhanに17年間仕えてヒジュラ暦917年〔916年？〕
に死去した。経験豊かで太陽暦を知る人たちは， 海上での悪天候の日を知っている。 (7a / 
8-lOa / 6) 
§3 Bu fa91 ka~tib年 'ib泣atmja furtunanuii bayanmdadur: この章は船乗りの用語による
嵐の説明である。
嵐の恐怖を説く。 (lOa /7-!0b /5) 
§4 Bu fa91 yelerili asamisin wa tartibin bayan eder: この章は風の諸々の名前と分類を
説明する。
東西南北の風は羅針盤では黒で描かれる。西北，東南，西南，東北の風は赤で描かれる。
さらに8の方位が加わる。 16の方位がさらに加わり32方位になる。 (10b /6-lla /3) 
§5 Fa91: 章
8方位の風の状態を説朋する。ルームの海 B的r-iR釦m では16の方位も使われる。イン
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ドHindと中国 yinでは風は西風と東風の 2種類であり， 6箇月ずつ吹く。ルームの海で
16方向すべてから風が吹く。 〔従って〕羅針盤と地図を理解しない者は海上で害を蒙る。羅
針盤の働きと地図を学ぶべし。 (lla /4-llb /13) 
§6 Dar bayan-i pusula: 羅針盤の説明
ガラス付きの32角形の紙に指針が回るようにしつらえる。指針は北に向いて止まる。磁石
が働いている。 (llb /14-12a /9) 
§7 Dar bayan-i khart1: 地図の説明
地図は高度〔緯度？〕を計っても作れない。高度からは浅瀬や岩礁は分からない。また数
百マイル離れて向き合う海岸を同時に描くことはできない〔細かな情報を描ききれない？〕。
高度を取って描くならは多くの間違いを犯し，船乗りはあてにしなくなる。フランク人は
地図をカルク qartaと言い，海の四分の一という意味である。人の住む地表の四分の一の部
6) 
分 (rub'-imask1ln)の海との関連で四分の一と言われる。 1レームの海に対して全体の四分
7) 8) 
のーと言われる。ルームの海とは Aqde五izとQaradeiiiz 〔黒海〕と Ba}:ir-iIspaniyaの
三者全体を言う。人々は1マイルごとに海を巡り，浅瀬や岩礁を描いた。この図版が地図で
ある。限られた図版にすべてを描ききれないので情報は簡略化されている。尺度〔方位線
？〕は16本引かれ， 〔中心から見れば〕 32の方位が示されている。すべての地方が北極星に
あわせて〔北を上にして？〕描かれている。北極星は余り動かないので北が分かる。 (12a 
/10-14b /1) 
§8 Bu fa~l kharμnufi'ala'imin bayan eder: この章は地図の記号を説明する。
町や城塞の線は赤で描かれ， 無人の土地は黒で描かれる。 dokiindiiという岩礁は黒い点
で描かれ，砂浜は赤い点で描かれる。暗礁は十字型を描く。私が道を示したのだからフラン り3
クの国を略奪せよ。 (14b / 2-14b / 15) 
§9 Rub'-i mask1ln deiizlerifi asamisin bayan eder kim kharμdediikleri nesne ol defizifi 
dort bakh1iinufi biridiir: 地表の人の住む四分の一の海の， 諸々の名を説明する。地図と
いうものはその海の四つの部分の一つ〔という意味〕である〔？〕。
七つの海の名を挙げる。中国の海 Ba柘ーi<;in, インドの海 Bal;rr—i Hind, パールスの海
Ba}:ir-i P年〔Ba証iFars〕，ザンジュの海 Ba虹ーiZanj, マグリプの海 Ba}:ir-iMaghrib, 
ルームの海 Ba証iR1lm, クルズムの海 Ba}:ir-iQulzumである。ただし， Qulzumは別の
海であり，他と繋がらず、陸地の湖のようである。他の海は大洋と結びついており，大洋は
これらの海の集まりである。それぞれの説明に先立ち，大洋での船乗りたちの航行の方法を
9) 
説明する。 (15a/ l-15b / 11) 
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§10 Bu fa!;?l Port1qal kafiri Hind deiiizi'ne iqdam eyledigine ba'ith nedi.ir anufi bayanm-
dadur: この章はボルトガルのカーフィルがインドの海へ進出したことの理由が何である
か，その説明である。
ボルトガル王が死去して二人の王子が残り，一人は即位し，一人はマグリプに逃れた。逃
れた王子は35年後に帰国して即位し，黒人たちの地方へ船を派遣した。派遣された者たちが
帰国すると王はすでに死去しており，事業は40年問停滞した。ライースの一人 QanjilLiz-
bilnaが，国にインド航路探索が先の王の死去により頓挫していることを訴え，時の王によ
ってインドヘ派遣された。彼は海岸に沿って探索し， 9年を費やして喜望峰に至 り，十字架
10) 11) 
をたてた。赤道を挟んで南へ対称の緯度にある。ここを越えると };Iaba~ 〔アビス ィ ニア〕と
の境界域になる。 (15b / 12-17a / 8) 
§11 Dar bayan-i };Iaba~: };Iaba~ の説明
};Iaba~ は南に突き出した岬であり，東，南，西は大洋である。周囲は7000マイルで，北は
12) 
〔アフリカ〕大陸に接している。ナイルの源流から喜望峰は緯度では15度分である。陸路で
13) 
は誰も行けない無人の平原である。ナイルの源流があり， その地方の Man0.qilnq1lriとい
う王が源流への道を見出した。この王とその住民はみな黒人である。この土地は金鉱が豊か
であり， ボルトガル人が来て手に入れていた。土地の者が彼らにナイルの情報を与えた。
(17a / 9-18a / 1)
§12 Fa91: 章
14) 
ナイルの瀕流は赤道から緯度で19度分である。ナイルが北に流れる理由を説明する。
I;Iaba~ は岬であり， それを回り込んで30隻のバルチャと 5隻のカド ゥルガが Jiddaに到来
した。 (18a / 2ー18b/ 10) 
§13 Fa91: 章
赤道の反対側にナイルの源流があり， こちら側で夏の時期に瀕流は冬なので，雨が多く，
氾濫する。 (18b / ll-19a / 4) 
§14 Bu fa~l Ba証iA'~am'da'amal etdiikleri hay'at tobun bayan eder: この章は大洋で人
々が用いた天文学の球を説朋する。
大洋というのはアウキャーヌース Awqiyanfisである。航海者たちが航路を見つけ， ここ
を回り込んで中国へ出る。大洋の航海者はあらゆる技術を心得て＇おり， ・アストロラーベを携
15) 
ぇ，天文学の知識から qiyas を知っている。インドに向けて7隻の船が出発したが，途中
で沈没した。生き残った一人が再び出かけ，生還して見知った諸地方のことを報告し，航路
開拓の事業を希望した。ポルトガルに偉大な祭司がおり， このモンゴル人 Mughfilは諸学
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に通じ，球を作製したためマグリプの海から中国まで世界の様子が分かるようになった。こ
の球は360の部分に分かたれ，南北の中央が赤道である。 (19a / 5ー 20b/ 1) 
§15 Fa~l: 章
赤道の説明。赤道の下の地方には， Milaqa〔マラッカ〕や I;Iaba$のMughti$, マグリプ
の黒人の地方があり， さらに西には Antilyaがある。 これらの地方では昼夜の長さが同
じである。太陽は緯度差47度を移動し， 赤道から緯度23.5度を越えない。 (20b / 2-22a / 
2) 
§16 Bu fa~l Aq defiiz'den Hind defiizi'ne safar eden Port1qal gemilerintifi ayyamm 
bay an eder. W a dal由iBa]:ir-i A'如am'daolan'amallan bayan eder: 本章は地中海か
らインドの海へ航海したポルトガルの船の日々を説明する。また大洋で行われた彼らの活
動を説明する。
再びインドヘの航海の説明を聞け。季節風の説明をする。ボルトガルからインドヘ向かう
のは春のはじめである。出発して700マイル西南西をめざし， Mad扇〔マデイラ島〕に到着
する。それから1200マイル南に進んで QawuWarda 〔ヴェルデ岬〕に至り， 400マイル西
の島々に行く。さらに2000マイル西南に進むと，正面の陸地は TaraBilziri 〔プラジル〕で
16) 
ある。さらに西南に進み，ついでアストロラーペを使って目的地を目指して南南東に進んで
南緯55度に至る。南緯55度から向こうへは進めない。東に2000マイル進んで I;Iaba$が左手
になる。アストロラーペを用い また qiyasを行って北に航路を取り， 6000マイル進む。
赤道を見出すと安全になる。赤道を越えたところで Ijaba$の Mughti$地方を見出す。そ
こから西に向かえば Jiddaの海の入り口であり， 西風で1800マイル東に向かえばインドで
ある。 (22a / 3-24a / l) 
§17 Fa~l: 章
ポルトガルからインドに行くには西の風が好都合である。アフリカの海岸に沿って南下す
るが，困難が多い。インドからポルトガルヘは東風が好都合である。ボルトガルとインドの
間隔〔直線距離？〕は1400マイルであると航海する者が言った。海岸に沿った距離は誰にも
分からない。 (24a / 2-24b / 7) 
§18 Fa~l: 章
西の果てから中国まで至るもう一つの道を明らかにする。この航路のことを Kamalが知
17) 
り，我々に教えた。彼らは以前から知っていたが，今や商品を手に入れた。その地は大洋の
向こう側である。海岸は東西に延ぴ，果ては西方の中国である。航海するとき，闇の支配す
る緯度55度をこえたところへは進まない。北の闇は陸であり，南の闇は海である。東と西に
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は闇はなく，常に昼と夜がある。大地と海は砲弾の形であり，そのため西から東へ行けるの
だ。これは彼らが経験で知った知識であり，伝聞で得た知識ではない。彼らはいつもマグリ
プの海から中国へ行く。この西方への航路が開かれ，毎年多くの者が往来する。 (24b / 8-
26a/4) 
§19 Fa~l oldur kim yuqaruda khart1ya kharp demege ba'ith nediir deyii yedi daryay1 
bayan eylemi~diik. Amma ol bayan olan daryalarufi mata'lann wa'aja'iblerin bayan 
eylediik idi. Bu ma]:iallda awwal <;ifi defiizi'nden ba~layalum kim yedi defiizi jumla・
sm1 bayan edeliim. Wa's-salam : 以下の事を述べる。上で地図を地図という理由は何
かといって七つの海を説明した〔挙げた〕。しかし，〔そこで〕説明された〔言及された〕
海の物品と不思議を説明した。ここでは先ず中国の海から始めよう。そうして七つの海
18) 
すべてを説明しよう。以上。
すべての海についての知識を見て行こう。海は11あるともいうが，商人たちの言葉はあて
にならない。私が語れば海は20になる。いずれも大洋の入り江であり，海は元来7である。
(26a / 5-26b / 8) 
§20 Bu fa~! <;in defiizi'n bayan eder: この章は中国の海を説明する。
中国の海をまず語り，それから順にこちら側に来よう。船乗りたちの言に従って語ろう。
昔の歴史が碑文や書物に多く語られているが， ここでは新鮮な言葉を語る。中国は東の地方
の果てであり，その北にヒタイの王領がある。首都は <;ino Ma<;inであり，住民はそれを
19) 
<;t<;t <;an fiMai; 唸 nと呼ぶ。住民が粘土製の偶像を常に持し，挨拶の時は特有の仕草をす
る。以上はボルトガル人が説明した状況である。私が中国の土器の土について尋ると，瑠璃
の石 lajiwart 担~l に似た石を40年間こねると語った。 (26b /9ー 27b/ 6) 
§21 Fa~!: 章
中国の島々での様子を語る。ボルトガルの船が24日間逆風によって沖に流されると， 25日
目に海岸が現れた。その地は人でいっぱいで，皆裸で歩いており，葦と魚の骨の矢を射て，
石をも射抜くほどである。不思議な姿の者がおり，ある者は玲羊のような角を持ち，またあ
る者は顔の中央に一つの目を持つなどである。あたかも犬のような姿の者もいるが，犬では
ない。船に来た者たちがこのように語った。ずっと向こうの島には象のような大きな耳の人
問がいる。 (27b / 7-28b / 8) 
§22 Bu fa~I Hind deiiizi'n bayan eder: この章はインドの海を説明する。
船乗りたちの語るところに従ってインドの知識を語る。インドの qiyasとは何か説明す
る。長さ 1アルシュ〔肘尺〕で幅が剣の幅程の12枚の板であり，夕方星が見えた時に星が動
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いてしまわないうちに測定を始める。板はそれぞれ順に短くなっており，星の高さに長さが
合致したら〔緯度が判明して〕既知の土地に来たことが分かる。北極星はインドでは低く見
えるので，短い板が使われる。ヤマンでは北極星は高く見えるので，長い板が使われる。こ
の知識を知らぬ者は船も命も捨てることになるので，海に行かせてはならない。人々は季節
風とともに往来する。西風でインドヘ行き，東風で戻る。 (28b /9ー 29b/ 10) 
§23 Bu fa~l Hind de五izi'ndeqiyas dediikleri nesnen晒 'ilminbayan eder: 本章はインド
の海で qiyasと言われる事柄の知識を説明する。
qiyasとは何か説明する。水平線からの北極星の高さを板で測る。北極星の見えない赤道
以南の海域ではアストロラーベを使う。 (29b / ll-30a /14) 
§24 Fa91: 章
またインドの様子を説明する。季節風の様子を説明する。インドで冬の時ここでは夏であ
り，インドで夏の時はここでは冬なので，夏の間中，風は東から吹き，冬は西の風が吹く。
(30a / 15-3la / 11) 
§25 Bu fa~l Bal;ir-i Pars demegile ma'rfif olan daryay1 bay an eder: この章はペールスの
海と言って知られている海を説明する。
真珠を多く産する。バールスの海をホルムズの海 Bal:ir-iHurmuz とも言う。インドの
海から入り込んだ湾であり， 島が九つあり， それぞれ Ka~im, Hankam, Larak, Lar, 
Hurmuz, Qaysfi Malik, §aykh Suri, Hinduwa, Ba]:i.raynである。 (31a/ 12-3lb / 11) 
§26 Fa~l: 章
〔Ba}:trayn〕島の町としては §ahr-iDiraz, §aykh Sahlan, Khalfa, TO.ylfi, Manama, 
Busuwa, Jidda, Qadimがある。ここの住民はある者は潜水夫であり， ある者は綱係であ
る。 tarasという彼らの船を用いて真珠漁をする。東風の日が真珠漁には良い日であり，西
風の時には漁をしない。潜水夫と網係は同数おり， 網係は船上で潜水夫を監視し， 指図す
る。潜水夫の腰には網が結ばれ，それを網係が握っていて，潜水夫が海中で苦しくなったら
引き上げる。 (31b / 12ー 32a/ 15) 
§27 Fa~l: 章
真珠がどのように揚がるかを説明する。 5000隻から6000隻の船が Ba}:traynを出て北へ進
み， Ba9raとの中間の三群の浅瀬に到着する。最初の浅瀬 Fiitiiitiyaは10尋の深さであ
り， 2番目の Ruqaは15尋の深さ， 3番目は18尋の深さであり， rajilaと言われるもっと
も大きな真珠が採れる。朝から午後の礼拝まで真珠貝を採り，夕方まで貝殻を開ける。浅瀬
は吹きさらしなので風のある日は漁ができない。商人たちが待ち受けて， Ba}:traynで競売
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に掛けて取り引きする。 (32b / l -33a / 6) 
§28 Fa~l: 章
Hurmuzの説明をする。かなりの商人が来ている。周囲35マイルの島であり， 塩以外何
もなく，水もない。昼間は暑いので取引は夜に行われる。アジャムの港へ12マイルの距離で
ある。ポルトガル人がそこに到着し，一城を築いて見張り，通行料を取り立てている。ボル
トガルはそこを征服し，その商人たちが商館に溢れていて，取引はボルトガル抜きでは成り
立たない。 (33a / 7ー33b/ 6) 
§29 Bu fa~l Ba]:i.r-i Zanj demegile ma'rfif olan daryay1 bayan eder: この章はザンジュの
海と言って知られている海を説明する。
ザンジュの海を説明する。 ここでは生の竜涎香 anbar-khamを産する。ザンジュは黒人
の地方であり， Su'dan の国とも言う。海岸部の人々は Mughµ~i という言葉を話し， シャ
ーフィイー派である。海から遠い〔内陸部の〕人々である I;Iada~ の異教徒もおり， 呪われ
た人々であり， 別の言葉を話している。 また， Mughti~ の国は比類なく繁栄しており， 大
きな町が多く，皆シャーフィイー派である。 (33b/ 7-34a / 3) 
§30 Bu fa~l I;Iaba~mamlal(atmda Mughti~kanarlannufi. ~ahnn bayan eder: この章は，
I;Iaba~ 国にある Mughti~ の海岸の町を説明する。
町々の名を挙げると， Sifalaは金の鉱山で知られ， Mambasa,Malindi, Mftsabik, 
Kilwah, Mughti~ の町が有名である。ポルトガルの船が毎年金をもたらし， その地方の金
糸の織物を手に入れる。象牙や黒檀はその地方から来るのであり，また生の竜涎香が多い。
〔顔の？〕中央に象牙が一本の象が多く，また足が 2本の犀や，野生の牛がおり，さらには
羊を喰うほどの大きな蛇がたくさんいる。すべての者の家はカボチャに似ており， 馬や聰
馬，課馬や酪舵は何がいるか分からない。人々は牛を乗用に使う。 (34a / 4ー 34b/ 13) 
§31 Bu fa~l Ba}_i.r-i Zanj'u五berribayan olund1, bu daf'a ba加nbayil.n eder: この章は，
ザンジュの海の陸地が説明されたので，今度は海を説明する。
島々に何があるか説明する。 Zanjib紅という島があり， イスラームで満たされている。
Zanjibarというのは Ba証iZanjからの転訛である。この海で竜涎香を産するが， どこか
ら来るか分からない。波とともに流れ着く。ある島でできた蜂蜜が流れ出したと言う者，魚
の背であるという者，海の綿 defizpanbasiであるという者がいるが， tまっぎりしない。
(34b / 14-35b / 2) 
§32 Bu fa~l Qumftr adalann bayan eder: この章は Qumfir諸島を説明する。
そこに非常に大きな島があり， Tinq11と言う。フランク人viK紅il.nja と言い， アラプ
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20) 
は Qfimfir と言う。北端は南緯10度で，南端は24度である。長さは1200マイルであるが，
周囲の長さを私は計らなかった。人々は大陸と続いていると言っている。 (35b / 3ー35b
/ 12) 
§33 Fa91: 章
TinqO. 島の様子を説明する。地元民もその周囲の長さを知らないが， なぜ島と分かった
かと言えば， ボルトガルの 3隻の船が嵐でこの方面に流され， 助かった者が回り込んだた
め， ここが島であることが分かったのだ。 (35b / 13ー 36a/ 11) 
§34 Fa祉：章
今では皆島であるとはっきりと知り， 地図にも描かれて知られるようになった。夏の季
節風が吹いて来ると多くの船が来る。 I;Iabai から850マイルの距離である。 (36a / 12一
36b / 1) 
§35 Fa91: 章
あらゆる物品をそこからこちらへ運んでくる。サンダル船用の木材， 黒い奴隷たちであ
り， この奴隷たちはガーズィーたちがシャーの命令で捕らえる。そこの君主は Sultan'Adil
bin Mu~ammad Khanであり， 3都市があり，住民は黒い肌である。町は Ra'isBiro紅
とSa'da, さらに首都である Lanqaniであり，人々はシャーフィイー派である。海から遠
い〔内陸の〕部族もおり，皆未開で黒い肌である。町の人々が彼らを毎日捕らえて船に売っ
ている。 (36b / 2ー 36b/ 13) 
§36 Fa剥：章
この島の黒人は4部族で皆野蛮であり， 王はそれぞれ Marhiya,Kin-war, Qarzuqとい
い もう一人を私は知らない。 ここには7の頭を持つ蛇や2本の角を持つ蛇がいる。 (36b 
/ 14ー 37a/6) 
§37 Fa91: 章
QurnOrの様子が分かったので，別の 4島を説明する。これらの島々全体を纏めて Qum紅
と言う。その一つを M咋 Ii 〔Mwali?〕 と言い，非常に大きな三つの町を擁し， 皆シャー
フィイー派である。 iahbin iah ogh 〔王家の者？〕は支配しておらず， シャイフが支配し
ている。 (37a / 7-37a / 13) 
§38 Fa91: 章
2番目の島は Magh叫〔Mahor紅〕であり，ボルトガル人がここを取ろうとしたことが
あった。島の王は Mu~amrnad bin'Umarであり，住民は黒い肌，白い肌の者がおり，、ン
ャーフィイー派に属して不和が無かった。 S頃 QClntと言われる町があり，そこの聖者であ
66 
る FaqiMulaziは公正さで知られていた。ポルトガル人が町の前に来て攻めようとしたと
き，人々は型者に助力を求め，聖者は夜に祈りをおこなって天候が急変した。ボルトガル船
15隻は全滅し，彼らは二度とそこへ来て錨を降ろすことは無い。 (37a / 14-38a / 2) 
§39 Fa§l: 章
この2番目の島での食事の様子を説明しよう。インド胡桃と米が多く ，住民は皆それを食
ぺる。オリ ープ油のような油があって米に加えている。オレンジに似た果物の一種があ り，
皆それを食ぺる。多くの華がありいろいろに利用する。 山猫がいる。 (38a / 3-38a / 13) 
§40 Fa§l: 章
3番目の島は Zuwani〔N匹 血 汀℃ 住民は皆黒人でシヤイフiまぃるがシャ→まいな
ぃ。皆イスラ ームの人々であり，シャーフィイー派の熱心な信者である。野生の鶏がいる。
(38a / 14-38b / 4) 
§41 Fa§l: 章
〔四番目の〕島はもっとも高い島であり，大きな山であるが川は無く，知られた停泊地も
無い。名を Qazi担〔Njazidja?〕と言い， 40人のシャイフたちが支配している。これらの者
は皆互いに盗んで売る。 クータールのような狩人である。 (38b / 5-38b / 9)
§42 Fa§l: 章
5島が皆述べられたが， どんな習慣があるか説明する。 人々は羊を飼うように奴棘を旋
う。 1000人ものマムルークを持ち，生まれた子供を次々と売る。航海者たちが来て彼らを買
って船に乗せて連れて行き， ヤマンで売り， 〔売られた奴隷が？〕 Jiddaまで来る。 (38b/ 
10ー 39a/ 3) 
§43 Fa§l: 章
5島の他に2島があり，Qumur諸島に属する。 Payanbaびemba?〕と Zanjibarであ
る。 Payanba 島は Atgar ともいい ， bagh と bagh~a があり ， 閥法使いの女たちが若者
を迷わせる。 (39a / 4-39a / 13) 
§44 Bu fa§l Batr-i Maghrib demegile ma'rG.f olan daryanufi bayamdur: この章はマグ リ
プの海と言って知られる海の説明である。
マグリプの海を説明する。大きな海であり，以前誰もそこに何があるか知らなかったが，
今やその向こ うに大陸を見出した。 島々 からなっているのではなく，連続した大陸である。
その地方は西南方向にあり，Sabta〔セウク〕から4000マイル向こうであり，さらに230マイ
ルの間隔がある〔計4230マイルとい うことか？〕。ヒジュ ラ歴で870年に発見され，Antilya
という名前である。 (39a / 14-39b / 11) 
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§45 Bu fa~l Ba]:ir-i Maghrib'tin mata'm wa'ajayibin bayan eder: この章は，マグリプの海
の物品と不思議を説明する。
その地方の山々で金を産し，深さ 4尋の海では真珠が採れ，また4種類の鵬鵡がいる。両
目の間が 1スパンの人間がおり，彼らの顔は乎たい。頭と帽子は鵜鵡の羽で飾られており，
我々はその帽子を船と一緒に手に入れたことがある。彼らは草を食べる。その地方では試金
石のような鉄を切ってしまう黒い石を産し，私は地中海を航海しているときに異教徒の船で
その石を見た。その地方では薪割に使う。料理は草と葉っばであり，人々は裸であり，葉っ
ばを食べるため，彼らの口と歯は黒い。法学派，儀礼信仰は彼らのもとには無く，野獣の
ごとく巣に暮らす。 スペイン Ispanyaの異教徒がやって来て，彼らを無理矢理不信心〔異
教のカトリック〕に導き，住民の野蛮さを増加させて悪魔の軍隊に加えて登録した。 (39b/ 
12ー 40b/ 5) 
§46 Fa91: 章
またそこには島があり，そこの住民は人間を哄うらしい。長毛種の犬が多い。ある時スペ
インの船が到着し，狩りの途中であった住民は逃げてある島に到着した。そこで住民が人間
を喰うのをスペインの者たちが目撃した。スペインの者たちは二人を捕まえて国に連れて帰
ったが，気候があわず死んでしまった。 (40b / 6-4la /8) 
§47 Bu fa91 Antilya kanan bulunmas1 ba'ith ne old1 bayan eder: この章は Antilyaの海
岸が発見された理由が何か，説明する。
Antilyaが発見された事情を説明しよう。 Jinwiz〔ジェノヴァ〕 tこQulun〔コロンプス〕
という占星学者がいて， iskandarから伝わると思われていた良い書物を入手し， そこには
海洋の知識が集められていた。書物はこのフランクの地方に伝わったが，誰も事情を知らな
かった。 Qulfinはそれを読み， スペインのベイに献じてことの次第を説明した。スペイン
のベイは Qulunに船を与え，彼はこの書物を携えて行動し， 行って Antilyaを発見しそ
の地方を征服した。 こうしてその航路を知られたものとした。彼の地図は我々の手に入っ
た。 Antilya発見の事情はまさにこういうことであった。 (41a / 9-4lb / 6) 
§48 Fa91: 章
フランク人の知識を簡略に説明する。フランク人は海に関するあらゆる知識を書き，また
読むが，それらは自ら生み出したものではない。 iskandar王はこの海〔Antilyaの海？〕を
すっかり見て回り， 海〔の知識〕を集めて記録させた。その書物は＝ジプト Mi9rに残っ
た。後にフランク人がニジプトに満ちた。 'Amrbin'A.9のエジプト征服の折りに， エジプ
ト住民の貴顕ほ iskandar以来残っていたこの書物を持ってフラソクの国へ逃げ，多くの土
紀地を征服した。その書物を逐ーすぺて翻訳した。 B紅tulumyaというある人物がこれを翻訳
し，羅針盤や地図のことなどを書いた。 (41b / 7-42a / 10) 
§49 Fa~l: 章
この世は永続するものではなく，一人ひとりが自分を思い出してもらえる何かを残さなく
てはならない。ルームの海の説明を私はあなたたちのために書いたので，私のために祈って
ほしい。この地方の人々にはルームの海の知識が必要であるので，それ故に私はこの書物を
著し， Ba胆yaと名付けた。 この書物から知識を得るぺし。 この貧しき Piriにア ッラー
の慈悲を願う。ムハンマドとその一門へ祝福を捧げる。 (42a / ll -43a / 6) 
Dar bayan-i sabab-i nathr: 〔本文を〕散文で書く理由の説明
〔本文を〕散文で書く理由は 地中海 Aqdefiizの知識を韻文で書くと冗長になり，実
際の行動の時には迷いのない対処法が必要であるからである。あらゆる地点の説明を散文で
おこないその後にその姿が描かれている。 (43a /7ー 43a/ 15) 
n韻文序の構成
21) 
上に示した序文要旨に基づき，特に932年本に特徴的である韻文序の棉成を整理してみる。
なお，以下で示す行数は，各章の表題の行数を含めない，対句の数（行数）である。
韻文序冒頭の§1,§2は全1107行中178行 (16.1%)と比較的分最も多く， 内容も広がりを
持っているが，海洋や天文の知識の必要性とそれを正しく知ることの重要性を説く部分として
括ることができる。 §3以下の叙述ぶりと比較して， より概括的・全体的な性格を帯ぴている
22) 
部分である。
§3は嵐を， §4は風の種類と羅針盤上での描かれ方を説明する。 §5は§4の補足的説明とし
て海域による風向きの特徴を述べる。 §6は羅針盤の構造と働きを， §7は地図の特性を述べて
おり， §8で地図上の記号類の説明を補足している。 これら§3 —§8 は， 航海する場合の一般
的知識の説明部分として一括できる。全138行で，全体の12.5%である。
§9を見ると表題で七つの海を説明すると言い，表題に続く本文の中で中国の海インド
の海，バールスの海，ザンジュの海，マグリプの海，ルームの海， クルズムの海が実際に列挙
されている。しかし，それらの説明の前に Ba]:ir-iA'名amで船乗りたちがどのように航海する
かを説明しようと述ぺて (15b/ 9-10), 話題は§10のボルトガル人によるインド航路開拓の説
明に移る。従って以下の各章とほ内容的に直接繋がらないことになる。下で見るとおり， §19 
に繋がっていると見るべきである。
§10ほ，上で述べたとおり， ポルトガルがインド航路を開拓し， イソドに進出してきた事情
~ · 
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を説明する。航海者の具体的な名前は示されていないが，説明内容は BartolorneuDiasによ
る喜望峰への到着， Vascoda Gamaのインド洋への航海などの事実を背景にしたものである。
この後の§11—§13 は， §10 と 全く無関係ではないものの，インド洋そのものではなく l;iaba~ と
ナイル川を中心にした説明にあてられている。まず§11はアフリカ大陸の南部一帯を指すと思
われる l;iaba~ の説朋であり， さらにナイル川の源流への言及を承けて§12でナイル）flの説明
へと話題が展開し， さらに§13でナイル）Iの氾濫時期がナイル川の源流と赤道の位置関係に起
因していることを補足的に説く。 §14で話題が改まり， 大洋航海を可能にした天文学的，地理
学的知識を説明し， §15はその補足として赤道とその下の地域を説明する。 §16に至ってポルト
ガル人のインド洋航海の話題に戻り，春に出発して大西洋を南下して喜望峰を巡りインド洋に
達する手順を述べる。 §17はこれを補足してこの航海の往復にはそれぞれ西風， 東風が好都合
であることなどを説明している。 §10—§17は計256行にのぼり，韻文序全体の23.1%を占める。
§18では， 上で説明された東に向かう航路と対照的に， 西に向かう航路によってヨーロッパ
23) 
人が中国に至る ことを述べる。 これは， 内容的に§10—§17 と対をなすものであり， 併せて
§10~§18は，七つの海の説明に先立って設けられた，東回りと西回りの航路の説明と括ること
ができよう。 ．これら9章は計297行に亙って述べられ， 全体の26.8%即ち四分の一以上を占め
る。
§19の表題は，中国の海から始めて七つの海を説明することを述べている。この表題は§9の
内容を承けたものであり，また§19の内容からしても，上の§10―§18が§19以下の本来の叙述構
成に割り込んで入れられた挿入部分であるかのような印象を与える。
しかし， §10から§18は，不用意で場違いな挿入部ではなく，主要な海洋（地域）を説明する
部分 (§9 —§48) の中で， クルズムの海（紅海）とルームの海（地中海他）を除く各地域の社
会や物産などが述べられる「後半部」 (§19—§48) に対して，いわば航海の知識と技術に関わ
る「前半部」を構成していると考えるべきであろう。
この「前半部」では大筋と して， ポルトガル人のインド航路開拓を説明し， それに関連し
て， 途中のアフリカ南部の様子を書き込んだもの と思われる。 :E;Iaba~ とナイルの話題は，
Soucekが指摘するとおり，叙述の流れからすれば違和感のあるところである〔Soucek1996: 
97〕。著者ヒ°ーリー・ライースとしては強い関心があったことのようであるが， 中国の海の部
分ではもちろん， インドの海，パールスの海，ザンジュの海の説明部分でも扱いにくかったと
思われ，それ故， インド航路の説朋の中に組み込んだのではないだろうか。また，航海技術に
関しては各海域ごとに説明するより，インド航路の説明に関連づけて纏めて叙述した方が好
都合との判断があったよ うに思われる。イン ド洋で用いられていた qiyasにもここで言及し
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ている。 §10—§18は著者としての意図と狙いを持った叙述と考えるべきであろう。
24) 
§20と§2iは七つの海のうち中国の海に関わる事柄を説明する。裟0は中国の位置， 都，住民
が持する偶像，挨拶の仕方や焼き物などについて述べ，それらの内容がボルトガル人の述べる
ところによっていると言う。 §21は中国の島々の説明というが， 語られるのは角があったり目
が一つの奇妙な人問たちの様子である。 §20,§21いずれにおいても，風向きや操船方法など，
航海に関わる説明は無い。 2章56行で5.1%にあたる。
§22一§24はインド洋に関わる内容である。 §22と§23は，実際には主として qiyasと言われる
緯度測定法を説明している。ここでの説明によれば， 12枚の長さが違う板からなる測定具で北
極星の高度を測り緯度を知るものである。 §24はインドの季節風の様子を他の地域と比較して
述べる。裟2一§24では，インド本土あるいは海洋部に関して，住民や物産への言及はほとんど
25) 
無い。 3章75行で6.8%を占める。
§25一裟8でパールスの海即ちペルシャ湾が説明される。 9の島々が列挙されているが，具体
的な紹介と説明があるのは Ba加aynとHurmuzの2島である。 Ba}:iraynに関しては§26と
裟7があてられているが，いずれも真珠漁の模様を述べるだけである。また§28で Hurmuzが
説明され，商人の活動ぷり，特にポルトガルの勢力の大きさが語られる。これら裟5一§28では
物産や交易に関する記述はあるが，航海に関わる説明は無い。 4章66行で6.0%に相当する。
26) 
§29—§43の 15章はザンジュの海を説明する。裟9はこの方面の全般的な事柄を述べ， §30は海
岸部の町や物産を説明する。 §31以降は島嶼の説明であり， §31ではザ｀ノジュの海を説明すると
しながら，実際は Zanjibar島の紹介を内容としている。 §32―§36はおそらくマダガスカル島
と思われる Tinq1lと言われる島の説明であるが， §33―§36で比較的短い章 (4行ないし13
行）を重ねてこの島の姿や物産を述ぺる。 §37は Mll.'ali島の様子， §38と§39は Magh1lta島
の概況とポルトガル人の襲来の模様を述べる。 §40と§41でそれぞれ Zuwani島と Qazija島
の模様を伝え， §42はこれら 5島で奴隷の養育と売却が行われていると述べる。 §43で別の 2島
の様子を述べて，ザンジュの海の記述を締めくくっている。ここでも，この海域での航海方法
などは述ぺられていない。 15章157行で韻文序全体の14.2%を占める。各章平均10行余りと，
27) 
比較的短い章が多いが，内容は具体的で詳細な印象を与える。
§44からマグリプの海の説明に入る。マグリプの海即ち西方の海とはここでは大西洋を意味
すると思われるが， ピーリー・ライースの主たる関心は大西洋を越えた先の西インド諸島と新
28) 
大陸にある。 §44では大西洋を越えたところに大陸があり，それが Antilyaであると述ぺる。
§45でこの方面の物産や人々の暮しぶりを説明し， §46では島の住民の食人習慣などを補足して
いる。 §47でこの方面が見出された事情に話題が移り， ジェノヴァのコロンプスに言い及ぶ。
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§48は§47を承けて， フラソク人の海洋に関する知識が， アレクサンドロス王が残した書物がヨ
ーロッパにもたらされ翻訳されたことに由来することを述べる。 5章82行からなり， 全体の
7.4%である。
なお， §9―§48を見渡すと， 前半部の §10—§17 (主として東回りの航路に関わる事柄）と
§18 (西回り航路に関わる事柄）は， それぞれ後半部の §20―§43(中国の海からザンジュの海
に関する事柄）と§44-§48(西イン ド諸島，新大陸に関わる事柄）に内容的に対応している。
偶然の対応とも言えようが，そこに全体的な構成に対する著者の寇図と配慮が働いていると考
えることも可能であろう。
§48で韻文序の実質的な部分は終わり，最後の§49(24行）では本書 Bal:i,riyaを残す自分
のために人々がアッラーに祈ることを願い， またアッラ ，ー ムハンマドヘの宜究が述べられ
て， 韻文序を締めくくる。
以上韻文序の描成を検討してきたが，図式的に表すと次のように考えられよう。第1部，前
半部などの語は話題のまとまりを朋確にするため本稿の筆者が補ったものであり，また章間の
並立，補足などの関係は，字下げの有無で示されている。
韻文序の構成（図式）
第 1部
§1 海の知識の必要性と重要性 Naねm
§2 海の知識の必要性と重要性 Darbayan-i wa;;f-i }:ial 
第2部
§3 嵐の説明 Bufa~l ka~tiban'ibaratmja furtunanufi bayamndadur 
§4 風の説明 Bufa~l yelerifi asamisin wa tartibin bayan eder 
§5 方位の説明 Fa~l
§6 羅針盤の説明 Darbayan-i pusula 
§7 地図の説明 Darbayan-i kharp 
§8 記号の説明 Bufa~l kharpnufi'ala'imin bayan eder 
第 3部
§9 七つの海の列挙と，先に大洋での航行方法を解説する旨の説明Rub'-imaskfin deiizlerii 
asamisin bayan eder kim khart1 dedilkleri nesne ol deiizifi dort bakh~muii birid虹
［前半部］
§10 ボルトガルがイソ ドの海に進出した経緯 Bufa~I Port1qal kafiri Hind defiizi'ne iqdam 
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eyledigine ba'ith nediir anufi bayanmdadur 
§11 アビスィニアの説明 Darbayan-i I;Iaba1 
§12 ナイルの説明 Fa~l
§13 ナイルと赤道の説明 Fai:;l
§14 天文学的，地理的知識の説明 Bufa~l Ba}:ir-i A'名am'da'amaletdiikleri hay'at tobun 
bayan eder 
§15 赤道の説明 Fai:;l
§16 ポルトガル人のインドヘの航海の手順 Bufai:;l Aq defiiz'den Hind defiizi'ne safar eden 
Port1qal gemilerin註五 ayyamin bayan eder. Wa dakhi Ba]:ir-i A沼am'daolan'amallar 
bay紐 eder
§17 往復に好都合な風のことなど Fa~l
.................... 
§18 西の果てから中国に至るもの一つの道 Fa~l
［後半部］
§19 七つの海を中国の海から解説する旨の説明〔海洋の数〕 Fai:;l oldur kim yuqaruda 
khart1ya khart1 demege ba'ith nediir deyii yedi daryay1 bayan eylemi11dlik. Amma ol 
bayan olan daryalaru五 mata'larinwa'aja'iblerin bayan eylediik idi. Bu ma}:iallda 
awwal・<;i丘 de五izi'ndenba~layalurn kim yedi defiizi jumlasim bayan edeliim. Wa 
's-salam 
§20 中国の海〔実際は中国本土の様子〕 Bu fa~] <;in de五izi'nbayan eder 
§21 中国の島々 Fa~l
§22 インドの海〔実際は qiyasが主〕 Bu fai:;l Hind defiizi'n bayan eder 
§23 qiyasの説明 Bufai:;l Hind defiizi'nde qiyas dediikleri nesnenii丘 'ilminbayan 
eder 
§24 インドでの季節風の様子 Fai:;l
§25 バールスの海〔9の島々 〕 Bu fa~l Ba}:ir-i Pars demegile ma'rfif olan daryayi bayan 
eder 
§26 Ba}:irayn島の真珠漁 Fai:;l
§27 真珠漁の説明の続き Fai:;l
§28 Hurmuz 島のボルトガル人 Fa~l
§29 ザンジュの海〔全般〕 Bu fa~l Ba加-iZanj demegile ma'rfif olan daryay1 bayan eder 
§30 Mughti11の海岸の町と物産の説明 Bu fa~l Baba~mamlakatmda Mughti11 kanar-
larmufi 11ahnn bayan eder 
§31 ザンジュの海〔Zanzibar島〕 Bu fai:;l Ba}:ir-i Zanj'ufi berri bayan olund1, bu daf'a 
ba加nbayan eder 
§32 Qumur諸島の大きな島〔Tinqu島〕 Bu fa~l Qum紅 adalannbayan eder 
§33 Tinqu島 Fai:;l
§34 それが島であること Fai:;l
§35 その島の様子，物産 Fa~l
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§36 黒人の 4部族 Fa91
§37 Mu'ali島 Fa羞
§38 Magh叫島 Fa~!
§39 その島の様子 Fa91
§40 Zuwani島 Fa忌
§41 Qazija 島 Fa~!
§42 5島での奴隷養育と売却 Fa91
§43 他の 2 島の説明 Fa~l
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§44 マグリプの海の説明 Bufa~l Ba徊iMaghrib demegile ma'rfif olan daryanuii. bayan-
1dur 
§45 マグリプの海の物産と不思議 Bufa~l Bal;r-i Maghrib'ilfi mata'm wa'ajayibin bayan 
eder 
§46 島の住民の様子 Fa~l
§47 Antilya の海岸が発見された理由とコロンプス Bu fa~l Antilya kanan bulunmas1 
ba'ith ne old1 bayan eder 
§48 フランク人の海に関する知識の由来 Fa~l
29) 
第 4部
30) 
§49 著者の祈願 Fa~l
II 韻文序の提示する問題
韻文序の構成上の問題
上で検討したとおり， 韻文序は導入，航海者の基礎知識， 「七つの海」，結ぴの 4部からな
ると考えられる。全体的には， 4部の配列及びそれぞれの中での叙述において，比較的整然と
した構成が意図されていると言って良い。
しかし，叙述の内容と構成に不均衡や揺れが見られるのも事実であり，それは特に第3部の
「七つの海」の説明において顕著である。以下，いくつかの問題点を指摘しておく。
第 3部の後半部で特徴的な事柄の一つは， 「ルー ムの海」と「クルズムの海」との説明が無
いことである。
まず「ルームの海」について言えば，序文に続く本文で詳しい叙述があるためこの部分で特
に触れる必要が無かったとも考えられよう。しかし韻文序において「ルームの海」とは， Aq
deiiz, Qara defiiz 〔黒海〕と Ba証iispaniyaの三者全体を表現する語である と述べられて
いる 〔Ayasofya2612: 13a / 15-13b / 1 ; 本稿： 59〕。本文で説明されているのは，ここに言
31) 
う「Jレームの海」のうちでも， Aqdeiiizと Bal:_i.r-iispanlyaと考えられ，Qarade五iz即ち
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黒海については説明されていない。
また， 「クルズムの海」即ち紅海についても具体的な説明が全く無い。章を設けて述べると
すれば，海域の説明は東の中国から西のマグリプの海に至る順になっていることから，パール
スの海とザンジュの海の間に入れられるところであろう。紅海への言及があるのは， §9で列
挙された海域の一つとして現れている (15a/11)のを別にすれば， §16に「Jiddaの海の入り
ロ」 (23b/14)と言う表現があり， §12(18b / 3-7), 釦6(23b/14ー 24a/ 1), §42 (39a /2) 
32) 
で紅海の町 Jiddaへの言及があるのみである。 このように， クルズムの海即ち紅海について
は纏めて叙述された箇所はなく，当然ながら本文でも説明されていない。従って，ビーリー・
ライースが挙げるところの「七つの海」のうち， 「ルームの海」のうちの黒海部分及び「紅
海」は，序文でも本文でも具体的な記述が無いことになる。
本書では，本文で述ぺられる地中海の叙述が特別に詳細であることは別にしても， 「七つの
海」の他の海域にも配慮して，総合的に記述しようとする意図が看て取れる。しかし，紅海と
黒海の湯合から知られるように，本書はピーリー・ライースの言うところの「七つの海」の全
海域を網羅的に叙述したものではないことが分かる。この脱落・遣漏あるいは除外はどのよう
な事惜から生じたのであろう。
またもう一点特徴的な事柄は，中国の海，パールスの海，ザンジュの海，マグリブの海に関
しては主として社会や物産の説明であり， これと対照的に，インドの海については， qiy!sと
それに関わる天文学の知識及び季節風の話題が主体であることである。インドの海の部分は他
の4海域とは叙述ぶりが全く異なるのである。 Soucekが，インドの国自体や住民についての
記述が無いと言うのは，この点を言うのであろう〔Soucek1996 :98〕。これはどのような事情
によるのであろうか。
Soucekは「七つの海」に関する記述について，見かけの均衡がとれているが内容上は偏りが
あると言い，偏りの理由を著者の意図よりも依拠した資料の性格によると述ぺている〔Soucek
1996:98〕。しかし，上で見たとおり，構成上も均衡は取れていないのであり，内容の偏りとあ
わせて，再検討を要する問題であろう。その場合，資料，情報源についても改めて十分な検討
が必要である。中国の海の部分がポルトガル人の話に基づくと述べられているのを別にすれば
資料，情報源は依然明らかではない。
927年本との関係
93砕本に韻文序を加えた著者の意図は何であろうか。韻文序の無い927年本と， 932年本の
関係をどのように考えるべきであろうか。これまでの研究でt:t,93砕三本は況7年本の「増補改
,. 
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訂版」であり基本的に同じ性格の作品であるとする考え方が支配的である。本稿の策者もその
ように考えてきたが，上で検討した932年本の韻文序の構成と内容を振り返って， 932年本は92
7年本とは性格の違う別の書物と受けとめた方が良いのではないかと考えている。
それは即ち， 927年本は純粋に地中海における各地の様子とそこでの航海方法の解説が主目
的と思われるのに対して， 932年本は 地中海に限らず当時著者が承知していた主要な海洋と
そこでの航海方法の総合的な解説を意図したものと考えられるからである。 932年本でも地中
海の解説が内容的にも分星的にも叙述の中心であることは変わりない。しかし，序文と言うべ
き形態ではあるにしても地中海以外の海洋に関する解説が加えられており，新航路の開発，新
大陸への航海についての叙述など比較的新しい情報をも盛り込む努力がなされている。このこ
とは，著者がより大きな視野に立ち，地中海の解説という枠を越えた，謂わば当時の世界の総
33) 
合的叙述を意図していることを示唆している。その意味で， 叙述が地中海に限定された927年
本と地中海を越えた叙述の試みがなされている932年本では， 著者の意図と書物の性格が変化
していると考えるべきであろう。
それでは，なぜ932年本は927年本と異なる意図のもとに異なる性格の書物として纏められた
34) 
のであろうか。 927年本が成立した時点で， ビーリー・ライースは別に世界図を製作しており，
彼が地中海に限らず他の海域にも関心を向け，また少なからぬ知識を有していたことは明白で
ある。それにも拘わらず927年本では地中海以外の海域に関する叙述はほとんど無い。 932年本
成立までに著者にどのような事情の変化があったのであろうか。この点については，本文の叙
35) 
述内容に改変が行われていることも考慮しなければならない。ここでは問題を指摘するにとど
め，機会を得て改めて検討することとしたい。
おわりに
以上， 『キタープ・バフリニ』 932年本系写本 Ayasofya2612に依拠しながら，序文特に
韻文序の構成と内容を巡る問題を検討してきた。韻文序では，比較的整然とした構成が意図さ
れているが叙述の構成に不均衡や揺れが見られ，それは特に第3部の「七つの海」の説明にお
いて顕著であった。また，韻文序が加えられることによって932年本は927年本とは性格が異な
る書物となっているのではないかとの見通しを得た。
構成の不均衡と揺れのよって来る所，あるいは書物の性格が変化した事情は未解決の課題と
して残ったままであるが， これらの課題の究明は 『キタープ・バフリニ』自体の研究の深化
はもちろんのこと， ピーリー・ライースの業績である 2点の世界図をあわせて総合的に検討す
ることによって可能となるであろう。
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註
1) 『キクープ ・バフリニ』のヒジュラ暦927年本， 932年本及びそれらの写本に関しては，新谷1992を参
照されたい。
2)まず， 「トルコ人と海」の章 (pp.9-33)ではオスマソ朝の海上活動の実態や当時使用された船舶の
様子に加えて海図や水路誌の比較の問題を扱う。次に「ピーリー・ライースとその著作」の章 (pp.35-
105)でビーリー・ライースの生涯や彼が製作して今日に伝わる世界図2点が提示する問題， 『キクー
プ ・バフリニ』の性格，さらには rキク プー・ パフリエ』の韻文序が提示する問題を議論している。そ
の上で「TheKhalili Collection所収のポルトラーノ海図」の章 (pp.107-161)において当該写本の構
成や内容を紹介し，さらにカイロやヴニネツィアなどの図の地形学的考察を行っている。
3)ちなみに本啓の跛文も91対句の韻文で書かれているが，詩形Itmathnawiで韻律はba加-ihazajで
ある。
4) Na~m は韻文序全体に冠されている可能性もあろう〔三楯1970:173〕 。
5)韻文序は，押韻の必要上，語順の交代が激しく，また表現上余り意味がないと思われる語梨もしばし
ば用いられており，さらにほ内容的に専門的な術語を含むため，意味内容が判然としない箇所が残って
いる。ここでは現段階で可能な限り要点を正確に伝えることができるよう努めたつもりであるが，力及
ばない点があり得ることを予めお断りする。
6)陸地が地表全体の四分の一であれば，隣接の海も全体の四分のーという意味か。
7)地中海。 Ayasofya2612写本本文中では地中海一般を指しているが， ここでは特に地中海東部の意
と思われる。
8)スペイソの海の意。ここでは地中海西部と思われる。
9) Kurdoglu-Alpagot, Afetinan, Soucekはここに現れる Ba},r-iQulzumをカスピ海を指すと考えて
いる〔Kurdoglu& Alpagot 1935: XLVI; Af.etinan 1974:23, 1975:23; Soucek 1996:96ふ Bal)r-i
Qulzumは通常紅海を表す語である。カスピ海Bal)r-iKhazarIt Ba柾iQurzumとも呼ばれ，それが
Ba証 iQulzum (紅海）と呼び間違えられることがあった (Ba~r al-些如zar,EI2, Vol.1, p. 931)と
しても，ここに現れる Barl)-iQulzumを紅海ではなく，カスピ海と考えるぺき理由は無い。確かに，別
の海であり他と繋がらず陸地の湖のようと表現される Qulzumは， Bal;r-iQurzum〉Ba虹-iQulzum) 
Qulzumと考えれば，カスピ海とみなしてよいであろう。上の研究者たちはこれを Ba如-iQulzumと
同義にとらえて， Ba虹-iQulzumもカスピ海であると解したのであろう。しかし， 「七つの海」の一
つとして挙げられるぺきはカスピ海よりも紅海と考えるのが自然であり，また「クルズムは別の海であ
る Qulzumba~qa clary紐ur」〔Ayas。£ya2釘幻品ハnとIt,Q曲皿が上で名の挙げられた「七つ
の海」とは別であることを言うのであり， Bat.r-i Qulzumと混同しないよう読者に注意を促したと解
すべきである。なお，序文，本文を通じて Ba虹—i Qulzumの語は他に現れないが， 23btこ言う「ジッ
ダの海 Ba証iJidda」が内容から判断して紅海を指すに相違ない。
10)喜望鋒は1488年 BartolomeuDiasによって発見され， 1497年 Vasco da Gamaはここを巡ってイ
ンド洋に至った。
11)現在のポルトガルは北緯約37-42度，喜望峰は南緯約35度にあたり，ほぽ対称の緯度になる。
12)ジンパプエの Kaliba湖などを源流と意識しているのであろうか。
13) Soucekは ManiCongo王国を誤解したものとする〔Soucek1996: 97〕。
14)上の章の15度とあわせると34度で，ほぽ赤道から喜望峰の緯度差に合致する。
15)海上での緯度測定の一方法。 Tibbetts1971: 312-354参照。
16) Soucek屯ここに述ぺられる航海手順は Vascoda Gamaのものというより，むしろプラズィルを
発見した Cabralのものであるという〔Soucek1996:97〕。
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17)ヨーロッパ人を広く指すと考えて良かろうが，具体的には， スペインのために慟いたポルトガル人マ
ジェラソ (Fernaode Magalhaes : 1480頃ー1521)の事跡が背景になっているだろう。彼は1519年に
出発して20年マジニラソ海峡を通ってフィリヒツに到着した。
18) TY6605, Deniz Mlizesi Ktittiphanesi 988写本ではこの表題が無く，世界図になっている。また，
Husrev Pa~a 264では空白である。
19) TY6605写本では <;iji<;an o Maii<;ilnとなっている。
20)いずれもほぽ正確な数値である。
2l)Kurdoglu-Alpagotは韻文序を21(ないしは23)に区分して解説し〔Kurdoglu& Alpagot 1935: 
LXI-XLVI], Afetinanもほぽ同様に区分している〔Afetinan197 4: 19-23; 1975: 19-23〕。三橋は，問
題がない訳ではないがと断った上で Afetinanの見解に従って内容を説明している 〔三橋 1970;174-
176〕（三橋が依拠した Afetinanの研究は明示されていない）。本稿では，結果として23の中区分とな
ったが，区分に当たっての考え方は異なる。
22)§1と§2以下では韻律が異なり，その意味では§1と§2を一括りにするのほ問題が残るかも知れない
が，内容的に相通ずるものがある。
23) 1520年にマジェランがフィリピソに到着している。ただし，序文と本文を通じてマジニラソの航海そ
のものは全く言及されていない。
24)これらの章に関しては三橋の研究 (Mitsuhashi1976)がある。
25) Soucek は， 1. ボルトガル人とヒソドゥ ー教徒やムスリム住民との出会い， 2. ボルトガル人と原
地民（特にイソド洋のムスリム商人）の間の争い，のいずれにも言及がなく，香料交易問題やヨーロッ
パ人の侵入が有した意味が無視されていると指摘している〔Soucek1996: 97〕。
26)アラプ人の用語ではイソド洋西部を指し， 具体的にはアデン湾からスファーラ Sufala(Sofala), マ
ダガスカルの方面を示す (EI2,Vol.1, pp. 937-8)。ここの説明もほぼこの地域に相当している。
27) Soucek ほザソジュの海のくだりが各海域の説明の中ではもっとも詳しいとした上で，ここでのボル
トガル人とイソド西岸部の諸侯国及びイソド洋のムスリム商人との争いに言及しないことが，一層奇異
に感じられる旨を述べている〔Soucek1996: 99〕。
28)ピーリー・ライースは， Antilyaが島々（アソティル諸島）ではないと断言している (39b/ 3)。島
嶼部の名称で新大陸を認識しているのであろうか。
29) Soucekは第1部と第2部 第2部と第3部の区切りは同様に考えているが，最後の§49を「七つの
海」の説明に含めて3部楷成と理解している。 §49はごく短い章とは言え， 内容は海洋の説明と明らか
に異なるので，本稿では独立の結びの部分とした。
30)この図式で，構成と表題の形式を対比するとおおよその傾向として， Darbayanふ．．及び Bufa§! 
... bayan ederの形式はより重要で上位にあると思われる章に用いられ， fa§lのみの表題はそれらのも
とで，より具体的・詳細な内容を述べる章において用いられているように見受けられる。 Darbay紐 .j
．．．と Bufa~!. . bayan ederの上下関係は前者の用例が少ないこともあって， ここでは判然としな
い。ただし， Fa§!のみの表題ほ§5,§18, §49などのように内容的に重要あるいは独立性が強いと思わ
れる章においても用いられており， これらの形式の上下関係は一概に言えない。なお， §9と§19がとも
に上のいずれの形式でもないことは，それぞれ第3部の冒頭部，第3部後半の冒頭部であることと関連
があるのかも知れない。
31) Ayasofya 2612写本本文では Ba証iRum, Bal,i.r-i ispaniyaの語は用いられず， Aqdeiiizのみ現
れる。序文で言う Aqdeiiizと Ba恥-iisptl.niyaの両者をあわせて Aqdei.izと表現していると思わ
れる。また，序文でも§16の表題に見られるように， Aq. defiizが西部も含めた地中海を指していると
思われる例があり (22a/ 3), 必ずしも厳密に区別されていない。
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32)§26 (32a / 2)に Bal:iraynの町の一つとして Jiddaの名があがっている。 §42のJiddaは Bal:irayn
の町を指している可能性もある。
33) 『キクープ・バフリニ』 932年本においても， 当時のヨーロッパの動きや世界各地の地理的状況， 社
会情努に関する最新のしかも正確な情報が反映されていない憾みがある。また， コロソプスの事業に関
わる記述 (§47,§48)に関して，事実そのものは正確に把握しているものの，彼の行動を支えた知識や
技術の系譜をイスラム世界に伝統的なアレクサンドロス王の事絞に帰した点に見られるように，著者ピ
ーリー・ライースが言葉の壁と自らの文明の束縛に陥っていたことも Soucekの指摘する通りであろ
う〔Soucek1996: 100)。しかし，そのように限定的で不正確な知識であったにせよ，当時のオスマソ朝
の人々にとって新しい知識を，知り得た限りにおいて線め記述しようとした著者の試みの意味を読み取
るぺきであろう。
34) 927年本は1521年に成立し，それに先立つヒジュラ暦919(西暦1513)年にピーリー ・ラ イースは世界
図を作製している。この地図及びヒジュラ暦935(西暦1528)年に作製された地図についても Soucek
が現在までの主要な論点を整理している〔Soucek1996:49-79, 79-84〕。
35)たとえば， 932本では歴史的な叙述が減り，技術的な説明が多くなっていること， 説明の単位となる
区域の取り方が異なることなどが挙げられる。
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